
○ウッドミックス舗装は、地域内で発生する剪定枝や間伐材を利用するためリサイクルが地域内で推進する。

○ ウッドミックス舗装は、チップを敷く舗装と違い、風等で飛び散らかることがない。

では、公園やエコタウン構想に取り入れる検討もされている。
○ 硬化剤を使用しているため、一般の遊歩道等にも利用でき、また、浸透性に優れていることから、一部の自治体

保護にもつながり、循環型社会の構築にも寄与することができる。
優しい舗装である。また、剪定枝等のリサイクル事業が推進されると共に、温暖化対策・ヒ－トアイランド対策・森林

○ ウッドミックス舗装は、硬化剤を使用したチップ舗装で、弾力性があり、足腰に負担のかけない、体にも環境にも

剪定枝・間伐材を利用したリサイクル資源推進事業（清掃工場とリサイクルセンタ－共同事業）への取り組み（案）

剪 定 枝 の 収 集 方 法 （ 多 摩 地 域 ）

多摩地域の３０市町村の内、７５％にあたる２３市町村が、燃やせるごみと合わせて剪定枝

を収集して焼却処理されている。

（八王子市、武蔵野市、三鷹市、府中市、昭島市、調布市、小金井市、小平市、東村山市、

国分寺市、東大和市、稲城市、日野市、西東京市、多摩市、あきる野市、青梅市、福生市、

羽村市、

瑞穂町、日の出町、奥多摩町、檜原村）

※青・福・羽・瑞 ＝リサイクルセンタ－に直接搬入されるものは、チップにして資源利用。

多摩地域（３０市町村）の７市は、資源ごみ（剪定枝）として収集され資源化されている。

（国立市、武蔵村山市、東久留米市=民間委託し、土壌改良剤）

[町田市、剪定枝資源化センタ－で堆肥化、狛江市＝民間委託（チップ化）し、市民等へ

配付]

（立川市＝リサイクルセンター内で堆肥化し、配付）

（清瀬市＝チップ化（直営）し、学校及び公園等に舗装用として敷く）

※ ただし、一部の市では、毒性や資源化しにくい剪定枝（キョウチクソウ、うるし、竹、

シノ 等）は焼却処理されている。

資源ごみとして収集

燃やせるごみと

合わせて収集

多摩地域（３０市町村）のリサイクル施設や民間委託により資源化されている。

（土壌改良剤（堆肥化）、舗装用として敷く、住民へ配付）

○ 循環型社会推進基本法では、循環資源の利用促進、処理の優先順位として、 発生抑

制 → 再使用 → 再生利用 → 熱回収 → 適正処分 であるが、多摩地域の７５％

の市町村の剪定枝の処理方法は、主に、焼却処理（熱回収＝サーマルリサイクル）となっ

ている。

○ 本来であれば、再生利用（剪定枝の発生抑制及び再利用は困難なため）を実施したい

が、需要が見込まれず、やむをえなく焼却処理（熱回収）されているのが現状となってい

る。

焼却施設 エコセメント施設 エコセメント

（ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ）

○ 地域内で発生する剪定枝や間伐材の再生利用の手法として、ヒートアイランド対策としたウ

ッドミックス舗装や活性炭による消臭剤及び清掃工場の排ガス中のダイオキシン類吸着剤の

使用など新たな技術が確立されている。
粗大ごみとして収集及び持込

ウッドミックス舗装

チップを硬化剤と

混ぜ、固着させる

剪定枝の活性炭利用方法

剪定枝等 活性炭炭化装置チップ

○ 従来の活性炭の原料は、石炭コークスや東南アジア

の森林資源などの地球環境破壊につながる、森林資源

や化石資源を用いていたが、剪定枝等の有機性廃棄物

を原料として炭化による活性炭が開発された。

○ エコマーク商品認定を取得した商品である。

○ 特許取得「多孔性焼成体を用いたダイオキシン除

去方法」による特許を取得している。

○ 焼却施設３２工場で使用実績がある。

（京都府、奈 良県、岡山県、愛知県等）

靴の消臭剤

活性炭

ウッドミックス舗装の例

脱臭装置（活性炭使用）

による悪臭防止対策

ダイオキシン吸着対策

消臭剤（脱臭装置

吸着剤（ダイオキン用）

チップ舗装剤

土壌改良剤 床下調湿剤

剪定枝をチップ化す

る



１．どうして、活性炭の吹込みをしているの？

○ ごみ処理に係るダイオキシン類発生防止等ガイドライン（旧厚生省 ごみ処理に係るダイオキシン削減対策検討会）

ダイオキシン類除去技術（抜粋）

● 粉末活性炭の吹き込み

ろ過式集じん器の堆積ダスト層での吸着効果を高める方法として、１５０～２３０℃程度の温度域の集じん器入口への 粉末活性炭の吹込

みがある。粉末活性炭の吹き込み量の調整やろ布への均一分散を行うことにより、活性炭吹込みを行わないろ過式集じん器に比べて、集じ

ん器排ガス温度を高めでも高度なダイオキシン類除去が期待できる。ただし、集じん器温度は低いほうが吸着除去効果は大きくなる。粉末活

性炭の吹込み量は通常０．１～０．５g／ｍ3N程度であり、ろ布に均一に分散させることが重要であり、乾式脱塩化水素用の消石灰と混合して

吹込む方法もある。ダイオキシン類の除去効率は９０％以上が期待できる。

● 現在の西多摩衛生組合の粉末活性炭吹込み状況

吹込み場所（排ガス温度） 集じん器入口（１９５℃）

粉末活性炭の吹込み量 ５kg／時間

粉末活性炭の吹込み量 ５kg／時間＝５，０００g／時間

焼却炉の排ガス量 約５０，０００ｍ3N／時間

５kg／時間

バグフィルタ－の前で吹

２．活性炭の吹込み（購入）実績は？

平成１８年度 ８１，５９０kg／年 ２５，５２９，５１１円／年

平成１９年度 ６６，３６０kg／年 ２０，７６４，０４４円／年

平成２０年度 ７２，１３０kg／年 ２２，５６９，４７７円／年

平成２１年度 ６６，１２０kg／年 ２１，３９２，４８９円／年（２月～３月分は、廃木材使用の活性炭）

過去４年間の平均 ７１，５５０kg／年 ２２，５６３，８８０円／年 （約６０ｔ／年～８０ｔ／年を購入している）

また、平成１０年度から平成２１年度１月までは、石炭系の活性炭を購入していた。

３．環境負荷の少ない活性炭へ移行（循環型社会へ構築）

西多摩衛生組合は、従来の活性炭の原料は、石炭コークスや東南アジアの森林資源などの地球環境破壊につなが

る、森林資源や化石資源を用いていたが、平成２２年２月から平成２３年３月までの約１年間を廃木材などの有機性廃

棄物を原料として炭化によって開発（京都市）された活性炭を使用する実証試験を実施している。

４．今後の取り組み＝構成市町から排出される剪定枝（廃木材）の利用

構成市町のリサイクルセンター等に持ち込まれる剪定枝の処理方法は、破砕機等でチップ化され無料配付や焼却

処理（西多摩衛生組合）されている。

しかし、平成２２年夏には、廃木材を原料とする活性炭製造施設（民間：町田市）が竣工するため、西多摩衛生組合

は、構成市町と調整を図り、構成市町内の剪定枝（廃木材）を原料とした活性炭の利用を検討している。これにより、西

多摩衛生組合の維持管理経費の削減と循環型社会の構築を図ることができると考えている。（単価は、化石資源の活

性炭が３１５円／㎏、剪定枝の活性炭が２９０円／㎏）

○ 構成市町から発生している剪定枝（廃木材）の量（平成２０年度）は下記のとおりとなっている。

青梅市 ２１９ｔ、福生市 ３７ｔ、羽村市 １８ｔ、瑞穂町 １７ｔ、合計 ２９１ｔ

剪定枝（廃木材） ２９１ｔ／年

チップ約２７０ｔ／年

約５％減（水分）

炭化施設 活性炭 約８０ｔ／年

（原料の約３０％）

破砕機（チップ化）

青梅市 福生市 羽村市 瑞穂町

西多摩衛生組合には、年間３，０００人以上の見学者があります。

今後は、構成市町と連携し、資源循環及び環境保全事業（剪定枝を利用した＝①構内遊歩道

のウッドミックス舗装②消臭及びダイオキシン吸着用の活性炭利用等）を通じて、市民に対する

総合的な環境学習の場を積極的に提供することで、清掃施設における迷惑施設から資源循環

や環境保全を推進する施設への転換を図っていきます。

グリーン商品として購入

○排ガス中のダイオキシン類対策

○ごみピット等の悪臭防止対策

西多摩衛生組合


